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児童 ・生徒の学校 と家庭 における生活 とス トレス

   －市内小学生と中学生の実態調査の結果から－

右髙 和 生1)

  Daily life and stress experienced by children at school and home

Survey report on school children at elementary and junior-high schools in the city

MIGITAKA Kazuo

要 約

 本研究の 目的は、市内の小学生と中学生の学校 と家庭における生活と心理的ス トレスの状況を、実態調査の結果か ら

捉えようとした。その結果、小学生では 「学校が楽しい」と感 じるためには①何 よりも 「授業がわかる」こと、②そ し

て、友だちや先生との人間関係の二つが大 きく関係することがわかった。従って最 もス トレッサー となるの も 「勉強」

であると約半数の児童が答えている。

 中学生では、学校生活の核 となるのは①友であ り、②勉強である。そ して最 も大 きなス トレッサーとなるのはやはり

「友」であるとい う結果 も得た。家庭生活では 「親が忙 しす ぎる」や 「気 もちをわかって くれない」と感じ、ス トレス

をかかえなが ら家庭生活を送 っている中学生 も多いことがわかった。

 今後は、他の地域 での実態調査 も行い、「子 どもたちと生活環境」の視点からス トレスの実態をとらえ、環境づ くりと

改善 に結びつけてい きたい と考えている。

1 問題 と目的

 平成19年 度文部科学省調査 による発表では、小

学生 ・中学生を合 わせて不登校者数が約12万9000

人、いじめの認知数は小学生約6万1千 人、中学生

5万2千 人 となっている。そ して別の調査機 関で

は、若者の引きこもりの数は100万 人を超えている

とさえ発表されている。

 この数からみて も、現代の子 どもたちや若者たち

の生 きる環境がいかに大変で、難 しくなってきてい

るかが容易に推測で きる。 これはそのまま現代 日本

の学校のおかれている現状その ものと考えられる

し、それぞれの学校でその数や内容についての地域

差や学校差はあっても、抱えている問題は同様であ

ると言える。

 河上(1999)は 「特にこの10年 ほどの問の生徒た

1)中 部大学現代教育学部児童教育学科

ちの驚 くべ き変化を作 り出したのは大人の変化によ

るところが大 きい」 と述べたが、その後さらに情報

化が進み、激変 し続けている今の社会か ら考えると

子 どもたちの変化はどのように想像すればいいので

あろうか。そ して河上(1999)は 、その要因として、

大人たちの住むそれぞれの地域社会の共同性がほと

ん どなくなったこと、そ して親が自分の都合 を優先

し、同様にわが子だけしか考えなくなったことが大

きな要因だ と述べている。それが、子どもたちに対

しての 「過保護」であったり、また 「放任」であっ

た りする。これは、現代の大人社会の全般の傾向で

あ り、その分、子 どもたちの 「心」に降 りかかる問

題は深刻であ り、大 きなものがある。こうした社会

環境の中で、何か大 きな 「ス トレス」を抱 え、毎 日

それぞれが心を痛め、悩みなが ら闘っているそんな

子どもたちの姿や様子が浮かび上がって くる。

 国立教育政策研究所では、茨城県龍ケ崎市の小、

中学校 と同市の教育セ ンターが連携 を組み、小学
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生 ・中学生 のス トレ・ス状況 を中心 とした追跡調査 を

1997年 度 か ら年2回 の割 で行 って きてい る。 この

調査 は生徒 指導上の諸問題 の背 景要因 として注 目す

べ きス トレス を測定 し、 それが問題行動等 との発生

とどの ように関わるのかを検討 し、社会 心理学 的な

見地か ら予 防的な生徒指導 のあ り方のため に役 立て

たい としている。 その結果、 日本 の子 どもの問題行

動等の背景 には、それが 「い じめ」 なのか、暴力行

為 なのか、あるいは 「不登校」 なのか を問わず、ス

トレスが大 きく関わっている」(滝 、2001)と してい

る。

 筆者 は、 かって中学校 と小学校 に勤務 し、生徒 や

児童 と関わる中で、大人 たちが作 った この時代 と社

会 とい う環境 の中で悩 む子 どもたちの生活、 そ こに

いつ も何 か大 きな 「ス トレス」 を抱 えている子 ども

たちの姿 を実際 に見つ めて きた し、肌 で感 じて きた。

そのため、2000年 か ら2002年 にかけて、小学生 と

中学生904名 の実態調査 を行 いなが ら研 究に取 り組

んで きたが(右 高、2002)本 研究 では、 その後6年

を経 て、学校や家庭 ・地域社会 で生活す る子 どもた

ちが どの ような心理 的ス トレスを感 じているのか、

そ して、 で きれば 「この環境 の中で、 その子 に とっ

て、ス トレッサーは何 なのか」を探れ ないか、また、

小 学生 や中学生 の心理状況 や 「とらわれ」(滝、2001)

の傾 向を調べ たい と考 え、実態調査 に取 り組 んで き

た。

 そ して この実態調査 を進 めてい く中で、 やが ての

日に、人(特 に子 どもたちの)住 むその地域差や環

境差 の違 い とス トレスの関連性が少 しで も捉 えるこ

とがで きれば、 と考 えているが、今 回 まず はそ うし

た環境差や学校差 を考 えず、小学生 と中学生 の平均

的な心 の内面 を 「ス トレス」 の方 向に的を向け、最

も基本 的な観点 か ら捉 えなが ら、考察 しようと考 え

た。

2 方法

 右高(2002)と 同様の質問紙を使用 した。

 また、実態調査による資料の収集 と集約方法につ

いては、次のように捉えた。

 (1)児 童 ・生徒の生活状況や心理的な側面をより

  平均的な傾向を知るためには、全体的で幅広い

  地域の学校か ら 「実態調査」をし、資料を集め

  る必要がある。

 (2)ま た、児童 ・生徒の生活状況や心理的な側面

  は、大人の生活や環境 と密接 に関係 しているた

  め、実態調査の実施に当たっては児童 ・生徒の

  生活環境面を考え、①住宅地を中心 とした地区、

  ②都会化への変貌の激 しい地区、③古い伝統を

  残 しなが ら車 と人の出入 りの激 しい地区、の3

  つの地域環境を考えること。

 (3)質 問の内容か らで きるだけ高学年がふさわ し

  いと考え、小学生では6年 生に、中学生では3

  年生の2学 年に的を絞 って調査す ることに し

  た。

 以上のことから、「実態調査」を春 日井市内の地理

的、歴毘的、杜会的な塊撹や特'1生から考えて、果首1～

地区、中部地区、西部地区の3つ の地域の中か らの

小学生と中学生の調査を実施 した。この3つ の地域

別に調査し、集約 したのは、上記のようにより平均

的な実態 を知るための他 に、「環境差 と子 どものス

トレス」を意識したが、本調査では調査方法が不十

分であり、考慮することはできないものである。そ

のことを踏まえた上で、参考 までに地域 と学校状況

を簡単に記 してお く。

 東部地区:ニ ュータウン地域。閑静な住宅地域で

      あ り、周辺は森林等に囲まれた自然豊

      かな環境 になっている。ニュータウン

      ができて約40年 が経過した。

      M小 学校(小 規模校)とB中 学校(中

      規模校)で 実態調査 を行った。

 中部地区:市 の中心市街地 として発展 してきた地

      域。近年 は新 しい幹線道路 「国道19

      号線」の完成 と共に、地域が繁華街 に

      変貌 した。さらにJR勝 川駅周辺 を軸

      に交通網の整備や大々的な地域開発が

      進められている最中である。

      F小 学校(小 規模校)とD中 学校(大

      規模校)で 実態調査 を行った

 西部地区:中 部地区に隣接 し、名古屋市と小牧市

      にも隣接 しているため、名鉄小牧線沿

      いの市街地 として発展 してきた。昔か

      らの古い伝統や習わしが多 く残 ってい

      る地域。近年地域開発が進んで都会化
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《 調査内容の構造と視点 》

ア 学校生活

・学校生活 の楽 しさ ・学習の満足度  ・授業の理解度 (構造)

↓

学校生活への適応 (視点)

イ 家庭生活

・家庭生活 の楽 しさ ・親の見方(毎 日の生活) (構造)

↓

家庭生活への適応 (視点)

ウ 体や心の様子

・身 体 的 ス トレ ス

・無 気 力 ス ト レス

・不 機 嫌 、 怒 りス トレ ス ・抑 欝 、 不 安 ス トレ ス

(構造)

↓

ス トレスの実態 (視点)

工 人間関係

・励 ま し ・受容  ・理解 構造 ・意見の相違 ・家の人、学校 の先生、友達 構造

↓

信頼度 (視点)

↓

対 処 (視点)

し、自然環境が次第に少なくなってき

ている。

0小 学校(大 規模校)とE中 学校(大

規模校)で 実態調査を行った。

(1)調 査対象

 市 内小学6年 生児童 男子46名 、女子48名 計

94名

 市 内中学3年 生生徒 男子54名 、女子51名 計

105名(有 効 回答 総数103名)

(2)調 査 日程 平成20年7月10日 ～7月18日

(3)調 査 内容

 国立教 育政策研究所 と共 同研 究 している茨城県龍

ケ 崎 市 教 育 セ ン ター の 実 施 して い る 「調 査 内 容

(2001、2002)」 の うち、「い じめの被 害経験」項 目

と 「い じめ加害経験 」の項 目を除いての質問項 目を

使用 した。 また、調査 の 目的か ら考 え、一部 「家庭」

と 「地域」 についての独 自の調査 項 目を付加設定 し

て実施 した。

(4)調 査 方法

 ア 調査 に当た って、学校別、学年別、男女別 に

  記入 し、無記名の質問紙調査 法 によ り実施 した。

 イ 本調査 で は、「よ くあて はまる」「す こしあて

  はまる」「あま りあて はま らない」「ぜんぜ んあ

  てはま らない」の4件 法で 回答 を求めた。

3 結果

(1)質 問1「 児童、生徒 の学校 と家庭生活の実

  態調査」結果

 ア 学校生活、授業のこと

 (ア)質 問 「学校が楽 しい」
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表1 学校がたのしい

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

100.0

75.0

21.1

22.2

.・

47.1

す こ し

o.o

..

63.2

66.7

41.4

44.1

あ ま り

o.o

6.3

10.5

o.o

6.9

2.9

全然

o.o

0.0

5.3

11.1

3.4

5.9

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

73.7

:!1

41.2

50.0

58.3

64.5

す こ し

21.1

20.0

23.5

50.0

22.2

35.5

あ ま り

5.3

o.o

23.5

o.o

13.9

o.o

全然

o.o

o.o

11.8

0.0

5.6

o.o

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

82.4

94.1

53.3

38.9

・:

65.7

す こ し

5.9

o.o

40.0

27.8

21.9

14.3

あ ま り

11.8

5.9

6.7

22.2

9.4

14.3

全然

o.o

o.o

o.o

11.1

o.o

5.7

表2 授業がよくわかる

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

70.0

75.0

26.3

16.7

41.4

44.1

す こ し

30.0

25.0

57.9

50.0

48.3

38.2

あ ま り

o.o

0.0

15.8

27.8

10.3

14.7

全然

o.o

o.o

o.o

5.6

o.o

2.9

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

31.6

46.7

29.4

12.5

30.6

29.0

す こ し

47.4

53.3

64.7

56.3

55.6

.・

あまり

21.1

0.0

5.9

25.0

13.9

12.9

全然

o.o

0.0

o.o

6.3

o.o

3.2

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

41.2

41.2

13.3

22.2

28.1

31.4

す こ し

47.1

41.2

53.3

44.4

50.0

42.9

あ ま り

11.8

17.6

13.3

22.2

12.5

20.0

全然

o.o

o.o

20.0

11.1

9.4

5.7

 小学生 では、「学校 が楽 しい」 と90%前 後 の児 童

が答 えてい る。 しか し、男女それぞれ違いはあ るが、

「あ ま り楽 し くない」と答 えた児童が約5%～12%

い るが、その一番 の理 由は、「友達 との関係 か ら」が

理 由になってい るのが気 になる。

 中学 生で も 「楽 しい」 と答 えている生徒 が大 半で

あ るが、「全 然楽 し くない」や 「あ ま り楽 し くない」

と答 えてい る生徒 が 目立つ。特 に、D中 の男子やE

中の女子 は35.3%、33.3%の 生徒 であ り、その理 由

の一番 としてやは り 「友達 との関係」そ して 「勉 強」

をあげてい る。

 (イ)質 問 「授業 が よ くわか る」

 しか し、 質問 「授 業が よ くわか る」 については、

「あ ま りよ くわか らない」 と答 えた小学生(F小 男

子21.1%、0小 男子11.8%、0小 女子17.6%)、 そ

して中学生 では学校 に よって多少 の違 いはあるが、

30%前 後 の生徒 が 「あ ま りよ くわか らない」 や 「全

然わか らない」 と答 えている。 それで も、勉強 は別

にして中学生が全体 的に 「学校 は楽 しい」 と答 えて

いる率 が高 いのは、 中学生 の学校 との心情 的な結 び

つ きや 関わ りの深 さか らの結果 であろ うし、 また子

どもに とって、学校 が勉 強だけでな く、学校生活 の

もつ意 味の大 きさや学校 の存在 の大 きさが確認 で き

る 。

 イ 先生の こ と

 (ア)質 問 「学校 の先生 は忙 し過 ぎる」

 小 学生、中学生共 に、約半 数が 「よ く思 う」「少 し

思 う」 と答 えて いる。毎 日の教 師 の姿が子 どもたち

には、「忙 しい先 生」として捉 え られている ようであ

る。

 (イ)質 問 「ふ だんか ら、あ なたの気持 ち をよ くわ

かろ うとして くれる」

 この質 問は児童 ・生徒 の先生 との人 間関係調査 と

して設定 した。小学生 では60%以 上が 「そ う思 う」

と答 えてい るの に対 して、中学 生 で は逆 に30%～

50%が 「そ うは思 わない」 とい う回答が多 くなって

いる。

 ウ 家庭、家族のこと

 (ア)質 問 「家は楽 しい」

 市内小学生、中学生共に 「楽 しい」 と回答 してい

るが、それでも中学生では 「あまり楽 しくない」や

「全然楽しくない」 と回答 している生徒 も多 くなっ

ている。特にE中 や0小 では、全体的にその数値

が多い傾向が見 られる。
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表3 学校の先生は忙 しすぎる

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

o.o

..

15.8

o.o

10.3

8.8

す こ し

30.0

 ・

31.6

50.0

31.0

47.1

あ ま り

50.0

31.3

47.4

38.9

.・

35.3

全然

20.0

6.3

5.3

11.1

10.3

8.8

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

・

20.0

23.5

..

30.6

19.4

す こ し

26.3

6.7

23.5

25.0

25.0

16.1

あ ま り

21.1

46.7

47.1

43.8

33.3

45.2

全然

15.8

26..7

5.9

12.5

11.1

19.4

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

23.5

17.6

6.7

5.6

15.6

11.4

す こ し

29.4

35.3

33.3

16.7

31.3

25.7

あ ま り

17.6

23.5

53.3

61.1

34.4

42.9

全然

29.4

23.5

6.7

16.7

..

20.0

表4 ふ だんから,あ なたの気 もちを,よ くわかろうとしてくれる。

            学校 の先生

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

X11

62.5

31.6

16.7

34.5

38.2

すこし

30.0

31.3

42.1

27.8

37.9

29.4

あまり

30.0

6.3

10.5

38.9

17.2

23.5

思わない

o.o

0.0

15.8

16.7

10.3

8.8

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

申3男

中3女

全 男

全 女

思う

26.3

40.0

11.8

12.5

19.4

25.8

すこし

47.4

40.0

35.3

56.3

41.7

.;

あまり

10.5

13.3

35.3

12.5

22.2

12.9

思わない

15.8

6.7

17.6

..

16.7

12.9

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

11.8

29.4

6.7

16.7

9.4

22.9

すこし

47.1

52.9

X11

27.8

43.8

40.0

あまり

17.6

17.6

26.7

22.2

21.9

20.0

思わない

23.5

o.o

26.7

33.3

25.0

17.1

表5 家は楽しい

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

:11

81.3

31.6

44.4

.・

・

すこ し

20.0

12.5

42.1

 ・

34.5

26.5

あ ま り

o.o

6.3

26.3

5.6

17.2

5.9

全然

0.0

o.o

o.o

11.1

o.o

5.9

中 部 (D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

63.2

66.7

47.1

・:

55.6

67.7

す こ し

31.6

26.7

23.5

31.3

27.8

29.0

あ ま り

5.3

6.7

17.6

o.o

11ユ

3.2

全然

o.o

o.o

11.8

o.o

5.6

o.o

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

70.6

..

53.3

27.8

62.5

42.9

す こ し

23.5

5.9

20.0

33.3

21.9

20.0

あ ま り

5.9

29.4

13.3

16.7

9.4

22.9

全然

o.o

5.9

13.3

22.2

6.3

14.3

 (イ)質 問 「父 や母 は忙 しす ぎる」

 そ して、 この質 問 「父 や母 は忙 しす ぎる」で も、

各小学校 の半数以上 の子 どもたちが 「そ う思 う」 と

答 え、中学生で も学校 に よって多少の違 いはあるが、

同様の回答数 となってい ることか らも、忙 し過 ぎる

父や母の姿 を横 目に しなが ら生活する小学生や中学

生の姿があ る。 同時 に、 この こ とが 「家 は楽 しくな

い」 との回答 と何 らかの関連性 も感 じられる。

 (ウ)質 問 「も し、あなたが悩みや不満 を言 っても、

いや な顔 を しないで聞い て くれる」

 次 に、児童 ・生徒 の家 族 との関係 について問うて

み た。 「家 の人」 につ いて ど う捉 えて いるか を質問

した ところ、男子の小学生、中学生 を問わず、約30%

～50%が 「そ うは思わない(悩 みや不満 を聞いて く

れない)」 と答 えてい る し、女子で も、M小 を除いて

約10%～20%が 同様(悩 み不満 を聞 いて もらえな

い)の 回答 を している。

 に)質 問 「(家の人 は)ふ だんか ら、あなたの気持

ち を、 よ くわかろ うと して くれ る」

 小学生 では、多 くが 「そ う思 う」 と答 えているが

5%～10%が 「そ うは思わ ない」と思っているよう

だ。特 に0小 の女子 では、30%近 くとなっている。

家庭環境 の何 が要 因になってい るのであろ うか。

 中学生 では、男子 の60%前 後 が 「そ う思 う」と回
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表6 も し,あ なたが,悩 みや不満を言っても,い やな顔 をしないで聞いて くれる。

               家の 人

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

50.0

75.0

15.8

27.8

27.6

50.0

すこし

20.0

..

63.2

61.1

48.3

41.2

あまり

30.0

6.3

10.5

5.6

17.2

5.9

思わない

o.o

o.o

10.5

5.6

6.9

2.9

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

63.2

53.3

52.9

62.5

58.3

58.1

すこし

21.1

26.7

17.6

12.5

19.4

19.4

あ ま り

10.5

13.3

11.8

..

11.1

16.1

思わない

5.3

6.7

17.6

6.3

11.1

6.5

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

47.1

47.1

33.3

50.0

40,6

48.6

すこし

17.6

29.4

26.7

27.8

21.9

 ・

あまり

29.4

11.8

26.7

5.6

28.1

8.6

思わない

5.9

11.8

13.3

16.7

9.4

14.3

表7 ふ だんか ら,あ なたの気もちを,よ くわかろうとして くれる。

            家の 人

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

申3男

中3女

全 男

全 女

思う

60.0

81.3

・

27.8

44.8

52.9

すこし

2n nVV V

12.5

31.6

55.6

31.0

35.3

あまり

10.0

6.3

21.1

11.1

17.2

8.8

思わない

0,0

o.o

10.5

5.6

6.9

2.9

中 部 (D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

63.2

66.7

35.3

75.0

50.0

71.0

すこし

21FVI V

26.7

23.5

6.3

27.8

16.1

あまり

0.0

6.7

23.5

..

11ユ

12.9

思わない

5.3

o.o

17.6

o.o

11.1

o.o

西 部 (E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

思う

Fd 7

47.1

X11

27.8

53.1

37ユ

すこし

23.5

23.5

26.7

44.4

25.0

34.3

あまり

11R

11.8

20.0

22.2

15.6

17.1

思わない

nn

17.6

13.3

5.6

6.3

11.4

答 してい るが、逆 に 「そ うは思 わない」 と思 ってい

る生徒 も極 め て多 い こ とが わか る。女子 で も20%

前後が 「そ うは思 っていない」結果 となってい る。

 工 友達の こ と

 「友だ ち」との人間関係 についての質問 「もし、あ

なたに元気が ない と、す ぐに気づ いて励 ま して くれ

る」 に対 して、女子が圧倒 的に 「そ う思 う」 と感 じ

ている。しかし、男子は小学生、中学生ともに 「そ

うは思わない」傾向が出ている。 また中学生女子で

は、約10%前 後が親しい友だちさえにも信頼 を寄せ

ていない部分 を見せているし、男子中学生では、20%

～30%と さらに高い数値で友だちとの距離 を感 じ

ている生徒がいることがわかる。 学校 を中心に生

活 している青年前期の最近の中学生の人間関係の状

況の一端でもあると捉 えられる。

《資料1 身体的なス トレス》

ア 質問 「体か ら力がわいてこない」」

表8 体から力がわいてこない

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

o.o

6.3

15.8

5.6

10.3

5.9

す こ し

o.o

o.o

15.8

22.2

10.3

11.8

あ ま り

70.0

56.3

47.4

55.6

55.2

55.9

全然

30.0

37.5

21.1

16.7

24ユ

26.5

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

5.3

o.o

11.8

6.3

8.3

3.2

す こ し

10.5

33.3

29.4

31.3

19.4

32.3

あ ま り

31.6

26.7

35.3

50.0

33.3

38.7

全然

52.6

40.0

23.5

12.5

38.9

25.8

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

5.9

11.8

20.0

16.7

12.5

14.3

すこし

o.o

23.5

6.7

16.7

3.1

20.0

あ ま り

47.1

17.6

53.3

33.3

50.0

25.7

全然

47.1

47.1

20.0

33.3

34.4

40.0
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イ 質問 「気持 ちが沈んでいる」

表9 気持ちがしずんでいる

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

10.0

o.o

o.o

o.o

3.4

o.o

す こ し

0.0

6.3

21.1

11.1

13.8

8.8

あ ま り

30.0

25.0

42.1

55.6

37.9

41.2

全然

・11

・:

・

33.3

..・

50.0

中 部 (D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

o.o

o.o

11.8

..

5.6

9.7

す こ し

o.o

20.0

23.5

12.5

11.1

16.1

あ ま り

42.1

46.7

23.5

25.0

33.3

35.5

全然

57.9

33.3

41.2

 ・

50.0

38.7

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

11.8

11.8

13.3

33.3

12.5

22.9

す こ し

0.0

23.5

X11

16.7

..

20.0

あ ま り

23.5

29.4

20.0

38.9

21.9

34.3

全然

64.7

35.3

26.7

11.1

46.9

22.9

《資料2 不安 ・怒 り傾向 のス トレス》

ア 質 問 「い らい らす る」

表10 い らい らする

東 部 (B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

20.0

25.0

10.5

11.1

13.8

17.6

す こ し

20.0

..

31.6

16.7

27.6

17.6

あ ま り

20.0

25.0

42.1

50.0

34.5

38.2

全然

40.0

31.3

15.8

22.2

24.1

26.5

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

10.5

20.0

17.6

43.8

13.9

32.3

す こ し

21.1

26.7

11.8

・ ・

16.7

22.6

あ ま り

26.3

33.3

35.3

25.0

30.6

29.0

全然

42.1

20.0

35.3

12.5

38.9

16.1

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

5.9

11.8

33.3

55.6

..

34.3

す こ し

17.6

23.5

20.0

27.8

..

25.7

あ ま り

..

41.2

13.3

11.1

37.5

25.7

全然

17.6

23.5

33.3

5.6

25.0

14.3

イ 質問 「さび しい」

表11 さび しい

東 部(B中,M小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

o.o

12.5

5.3

o.o

3.4

5.9

すこし

o.o

6.3

5.3

o.o

3.4

2.9

あ ま り

10.0

6.3

63.2

...

II・

26.5

全然

・11

75.0

26.3

55.6

.・

64.7

中 部(D中,F小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よ く

o.o

o.o

o.o

6.3

o.o

3.2

す こ し

o.o

33.3

5.9

6.3

2.8

19.4

あ ま り

31.6

20.0

29.4

37.5

30.6

29.0

全然

68.4

46.7

64.7

50.0

66.7

48.4

西 部(E中,0小)

年 ・性

小6男

小6女

中3男

中3女

全 男

全 女

よく

5.9

5.9

13.3

5.6

9.4

5.7

す こ し

5.9

17.6

13.3

22.2

9.4

20.0

あ ま り

11.8

23.5

26.7

22.2

..

22.9

全然

76.5

52.9

46.7

50.0

62.5

51.4

4 考察

 《学校生活について》

(1)小 学生の学校生活 とス トレスについて

 調査の結果か ら、対象の小学生のほとんど(小 学

生90%前 後)が 「学校は楽 しい」 と答えているが、

もう一つの調査 「授業がわかる」についても80%以

上の児 童が 「わかる」と答 えてお り、「学校 が楽 しい」

の理 由の根底 に 「授 業がわか る」 こととの関連性 は

大 き く、実際 にその理由 を尋 ねた ところ 「授業が わ

か る」「友だ ちがい る」「先生が楽 しい」を多 くの児

童があげてい る。学校 生活は子 どもたちに とって、

何 よ りも友だちや先生 との良好 な人間関係 に支 え ら

れた上での ことであ ることを教 えて くれている。

 また、調査 「い らい らす る」で は、(0小 男 子 は
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23%の 数値)約31%～46%の 小学生 の児童が 「よ く

い らい らす る」や 「少 しい らい らする ことがあ る」

と答 えてい る。そ してその 「い らい らす る」原因は

「勉強の こと」 と多 くの児童 が答 えてお り、小 学生

が学校 生活の中で、勉 強の ことで心理 的 にい らい ら

しなが ら生 活 してい る状 況 が読 み取 れ る。特 にM

小の男子、女子 ともに全員 が 「授 業が よ くわか る」

と答 えてい るが、「い らい らす る」と答 えた児 童 はそ

れぞれ40%、43.8%も お り、その原因 としてや は り

「勉強の こと」 をあげてお り、小 学生(6年 生)の

学校生活の中で心理的に占める 「勉 強」の存在 感の

大 きさがわか る。

 即ち言い換 えれば、一人ひ と りの子 どもたちが「さ

らに授業が楽 しい」「より一層勉強が わか る」学校 生

ヘイ  ト   ワ   ド ふ  ノハ ヨ も き      コレ  ハ ロげリ ユ  ア      ワ  ト      リ  ぬ エ あ としロ ヘイ

{百 し て レし、(/ノ女 ♂し、」/dこ(/ノ(こめ リ 、 て つ'v、 つ 子4父 ≡ヨピ{百

を 求 め て い る 調 査 結 果 で あ る と も 言 え る 。

(2)中 学 生 の学校 生 活 とス トレス に つ いて

 中学生で は学校 生活 を 「あ ま り楽 し くない」 とす

る傾 向 が学 校差 、男 女差 の違 い もあ るが、6%～

35%で み られ るが、小学生 との違 いは、「授 業があ ま

りよ くわか らない」と答 えた生徒が約30%前 後 もい

る中で 「学校 が楽 しい」 と答 えている率が65%以 上

と高い数値であ り、中学生では授 業 は学校 生活の大

きな部分 を占め るものではあるが、 さらに学校生活

を大 き く左右 す るものが他 にあ り、その大 きな要素

が 「友 だち」との関わ り等であ ることを示 してい る。

 同時 に 「友だ ち」の存在 は、場 合 によって は、逆

に大 きなス トレッサー にな ってい ることもわか る。

調査 「い らい らす る」や 「不機嫌 で怒 りっぽい」、「気

持 ちが沈んでい る」 と答 えたその理 由や原 因の一番

を 「友だ ち」 として挙 げてお り、学級内での人 間関

係 の複雑 さか ら悩みやス トレスの大 きな原 因になっ

ているこ とが わか る。

 《家庭生活 につ いて》

(1)小 学 生 の家 庭 生活 とス トレスに つ い て

 前述 したよ うに、子 どもた ちを取 りま く生活 は、

成長 とともに勉強の問題 を含 め、多 くの人 間関係の

問題や トラブ ル も多 くな ってい く。 それ を  Pt

め、癒 して くれ る場所 と して 「家庭」や 「家族」 の

存在が大 きい。従 って、調査 「家が楽 しい」で も、

小 学生 の93%以 上が 「楽 しい」 と答 えているのであ

る。 しか し、0小 学校 の女子 の35%が 「(家は)あ

ま り楽 しくない」 としてい る他、 その他 の小学校 の

男 子 ・女子 ともに5%～6%が 同様 の答 えを してい

る。その理 由 として一番 にあ げているのが 「お父 さ

ん もお母 さん も忙 し過 ぎる」で ある。M小 の女子、

F小 の女子、0小 の女子 それぞれが 「家 のこ とで不

機嫌になる」や 「家 の ことでい らい らす る」「怒 りっ

ぽ くなる」「怒 りをぶつ けたい」等 のス トレスを抱 え

た回答 を している。家庭 や家族が 自由で気楽 な存在

であるが故 に甘 えやわが まま も手伝 っての回答 に も

なっているが、 それだけで はない子 どもたちの深刻

な悩み、 そ して家庭 の問題が如何 に大 きなス トレス

になっているか も伺 い知 るこ とが で きる。

 それは調査 「家族 が悩 みや不満 を言 って も、 いや

な顔 をしないで聞いて くれ る」では、「そ うは思 わな

い」の回答が(男 女差 はあ るが)平 均 して20%～35%

となってお り、 その上 で 「楽 しくない」 と答 えてい

る。そ こに、「家庭」を何 か寂 しく見つ めている小学

生の姿が出ている と捉 え られ る。

(2)中 学 生 の 家庭 生 活 とス トレス につ い て

 中学生 の 「家 は楽 しい」では約60%以 上が 「楽 し

い」 と答 えているが、反面(D中 の女子 を除いて)、

26%～39%が 「あま り楽 し くない」や 「全然 楽 し く

ない」 と回答 してい る。そ の理 由 として、各校 とも

「家の ことで悩 んでい る」が最 も多 く、 次いで 「勉

強で悩 んでいる」であ り、「親が嫌い」や 「親 が好 き

で はない(女 子が多 い)」 も続い ている。 また 「自分

の居場所 がない」 と答 えた男子 の回答 もあ る。 これ

らの回答 か らは、「家 」や 「家族 」に対 して抑欝 的 な

悩みやス トレス を感 じなが らも他人 に相 談 もで きず

に生活 している中学生が意外 と多 い状況 になってい

る。

 これは調査 「親 は忙 し過 ぎる」 について も 「そ う

思 う」の回答 も約42%と 多 く、その親 の忙 しい状 況

を、中学生た ちは ①帰 って くるのが遅い(約55%)

②いつ も忙 しそ う(約38%)③ ほ とん ど(家 に)い

ない他の順 で答 えてい る。父や母 が忙 しい状 況であ

るため、ゆっ くりと話の で きない状況 であ った り、

親子が一緒 にい ない現代 の 「家庭」 や 「家族 」の状

況 を中学生のあ る種 の訴 え として読 み取 ることがで
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きる。

 また、「ふだんか ら、あなたの気持 ちを、よ くわか

ろ う として くれ る」 に対 して 中学生 で は、男子 の

60%前 後が 「そ う思 う」と回答 してい るが、逆 に 「そ

うは思わ ない」 と思って 「わか って もらえない親」

を訴 えてい る生徒 も極 めて多い ことがわかる。特 に

女子では20%前 後の 回答 となってお り、忙 しく、「す

れ ちがい家 族」 の一端 が伺 える。

 さらに、別 の調査 「さび しい と思 う」 につ いて、

中学生の中で約6%～27%(学 校差、男女差があ る)

が 「そ う思 う」「少 しそ う思 う」 と答 えてお り、その

理由 には 「友 だち との関係 」、「勉 強のこ と」そ して

「家 の こと」 なのである。

 現代 の大 人社 会が多忙化 、合 理化、 スピー ド化 し

てい く中で、 中学生 たちが少 な くとも家 のこと、父

や母 ・家族 の こ と、そ して友 だちを中心 とす る人間

関係 に心 を痛 め、ス トレスに耐 えなが ら学校 と家庭

生活 を送 ってい るこ とが今 回の調査 でかな り捉 える

ことが で きた。

 《小学生 と中学生の ス トレスの表 出 とその形態》

 今 回の調査 で は、女子 よりも男子 に 「身体的ス ト

レス」型が 認め られ、 また中学3年 生 よ りも小学6

年生 の方 に、そ して 「不安 ・怒 りス トレス」型 にお

いて も同様 の性 差 となって表 れた。

 「身体 的ス トレス」の傾 向につ いて内容 を見 る と、

特 に 「頭痛 がす る」 につ いて、小学生で は、①友 だ

ちのこ と ②家 の人の こ と、 が多 くなってい る。 中

学生で は、①勉 強の こ と ②友 だちの こと ③家 の

人 のこ と、 となってい る。 また、調査 「誰かに怒 り

をぶつ けたい」で、小学生 で は、①家の人の こと(F

小、O小)が 多 く出て きている。 中学生では、①友

だちの こ と②勉 強の こと ③家 の人の こと、 となっ

てお り、共 に 「家 の人の こ と」 で悩んだ り、ス トレ

ス を抱 え、我慢 を強い られ ている もの となっている

こ とが わか る。

 「不安 ・怒 りス トレス」の傾 向について もその内容

をみてみ る と、 質問 ウ 「い らい らす る」の小学生で

は、①勉強 の こと ② 家の人 のこと ③ 友だちのこ

と、 となっている。中学生で は、① 勉強の こと ②

友だ ちのこ と ③家 の人の こ と、 となってお り、学

校差、学年差、男 女差 はあ るが、少 な くとも、 この

3つ が子 どもたちのス トレッサーに なっているこ と

を捉 える ことがで きた。

 右 高の調査(2002)で は、市 内の小 、中学生のス

トレ・スの表 出の しかたが、東 部地 区、中部地 区、西

部地 区に よってが多少違 うもの となってお り、今 も

その疑 問を抱 きなが らの取 り組 みであったが、今回

の実態調査 において、調査 の実施学校 数や調査人数

が少 ない ため に大 きな ヒ ン トを得 る こ ともで きな

かった。

 また、こ うしたス トレスの表 出 と形態 について は、

茨城県龍 ケ崎市教育 セ ンターの発表 の もの と前 に筆

者が調査 した結果(右 高、2002)を 次 に示 してお く

が、 それぞれス トレス の傾 向が多少異 なった もの と

なってい る。

5 今後の課題

(1)今 回の調査結果については、簡単なまとめと集

 約で終わっているので、これをさらに心理学的に

 分析 して捉 えてい く必要がある。

(2)児 童 ・生徒の生活環境を意識 しなが ら、他の地

 域での実態調査 をするなどの研究を進めて比較検

 討する必要がある。

(3)「 子 どもと生活環境」の視点か らス トレスを見

 つめ、できるだけ具体的な問題点や改善点を洗い

 出し、子 どもに生きる生活環境づ くりや改善の実

 践に結びつ くものにしたい。

資料

 【小学生の相関順位】

 龍ヶ崎市教育センター発表資料(2002)

               右高(2002)

 第1位 友人と不機嫌 ・怒 り 勉強と無気力

 第2位 勉強と無気力    勉強と抑欝 ・不安

 第3位 友人と抑轡 ・不安  家庭 と抑≡i・不安

【中学生の相関順位】

龍 ヶ崎市教育センター発表資料(2002)

              2002年 調査結果

                  (右高)

第1位 勉強と無気力    勉強と無気力

第2位 友人と不機嫌 ・怒 り 友人と不機嫌 ・怒
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第3位 勉強と身体的

り

家庭 と無気力
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Abstract

 The purpose of this study is to identify what kinds of and how much environmental and mental stress children are

experiencing at home and school, by conducting a fact-finding reseach into children in elementary schools and junior

high schools in the City.

  ..
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   The result are as follows:

   In the cases of elementary school, there is a high correlation between whether children can feel that "I enjoy

school life", and①whether they understand teachers'1essons and classes and②whether they are in good terms

with friends and teachers.

   On the other hand, nearly half of the children answered that the primary cause of stress is "study".

   In the cases of junior-high schoo1, children put the highest importance on①friends and②study, as cores of their

school life, while the primary cause of stress is also "friends".

   The results also shows that many children are experiencing stress in their family life: for example, "My parents

are too busy", "My parents don't understand my real feelings", etc.

   The next step of my study is to conduct further fact-finding researches in other regions, in order to identify the

actual conditions of children's stress from a viewpoint of "children and their living environment", to help build up

favorable environment and improve the situation.
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